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図1 分布域

日本海では日本・朝鮮半島・
沿海地方の沿岸域を中心に分
布する種と考えられている。
これに加えて、日本海の中央
部や間宮海峡以南の北西部に
おいても本種の分布報告があ
ることから分布域は沿岸域か
ら沖合域まで広範囲におよぶ
と考えられる。

図2 漁獲量の推移

日本におけるシラスを除い
た漁獲量は1990年代後半
には10万トンを超えてい
たが、2004年には6.1万
トンとなり、2005～2008
年にかけて9.7万トンまで
増加し、その後は2019年
まで増減を繰り返していた
が、2024年以降は急減し、
2025年の漁獲量は0.8万
トンであった。

図3 年齢別漁獲尾数

漁獲尾数は0歳（青）、1歳（橙）を中心に
構成されている（シラスは含まれていな
い）。2023年以降の0歳魚の漁獲尾数は大
きく減少した。

カタクチイワシは日本周辺に広く生息しており、本系群はこのうち東シナ海から日本海側に分布する群である。









カタクチイワシ（対馬暖流系群）⑤

将来の親魚量（万トン） 将来の漁獲量（万トン）

図10 漁獲シナリオの下での親魚量と漁獲量の将
来予測（現状の漁獲圧は参考）

F97%msyに乗じる調整係数であるβを0.9とした
漁獲シナリオに基づく漁獲を継続した場合の将来
予測結果を示す。

親魚量の平均値は目標管理基準値よりも高い水準、
漁獲量の平均値は97%MSY付近で維持される。

漁獲シナリオに基づく将来予測
（β=0.9）

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1万回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。
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